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天
理
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
第

２９
回
「
定
期
演

奏
会
」
は
１０
月

２８
日
、
天
理
市

民
会
館
で
開
か

れ
た
。

同
部
は
、
今

年
１６
年
ぶ
り
に

「
関
西
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」

で
見
事
に
金
賞

を
受
賞
。
こ
の

活
躍
が
評
価
さ

れ
、
先
ご
ろ
吹

奏
楽
雑
誌
『
バ

ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
取
材
を

受
け
た
。

�
飛
躍
の
年
�
の
集
大
成
と
な

る
今
回
の
ス
テ
ー
ジ
。
第
１
部

で
は
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
自
由

曲
『
セ
イ
ン
ト
・
ア
ン
ソ
ニ
ー

・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
（
Ｗ

・
Ｈ
・
ヒ
ル
作
曲
）
を
含
む
５

曲
を
披
露
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
、
歌
や
ダ

ン
ス
の
ほ
か
、
往
年
の
ポ
ッ
プ

ス
か
ら
最
近
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
ま

で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を

演
奏
（
写
真
）
。
１
年
間
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
、
聴
衆
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
会
場
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

名
古
屋
大
教
会
（
森
井
晴
生

会
長
・
愛
知
県
尾
張
旭
市
）
の

教
友
有
志
か
ら
成
る
「
東
日
本

大
震
災
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
」

は
９
月
３０
日
、
宮
城
県
南
三
陸

な

た
り

町
の
名
足
小
学
校
で
炊
き
出
し

を
実
施
し
た
（
写
真
）
。

こ
れ
ま
で
宮
城
・
岩
手
の
両

県
へ
赴
き
、
救
援
物
資
の
配
送

が

れ
き

や
瓦
礫
の
撤
去
な
ど
の
活
動
を

継
続
し
て
い
る
同
隊
。
参
加
延

べ
人
数
は
１
千
２００
人
に
上
る
。

こ
う
し
た
活
動
と
併
行
し
て

同
大
教
会
で
は
７
月
、
大
相
撲

お
お
の
ま
つ

ひ
ろ

お

阿
武
松
部
屋
（
阿
武
松
広
生
親

方
・
同
大
教
会
別
席
運
び
中
）

と
協
力
し
、
南
三
陸
町
の
住
民

３０
人
を
大
相
撲
七
月
場
所
（
名

古
屋
場
所
）
に
招
待
す
る
な
ど

現
地
の
人
々
と
交
流
を
深
め
て

き
た
。

第
３６
次
隊
と
な
る
今
回
の
活

動
は
、
大
相
撲
観
戦
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
阿
部
進
一
・
名
足
区

長
（
６３
歳
）
の
要
請
に
よ
る
も

の
。
当
日
は
３４
人
の
教
友
が
駆

け
つ
け
、
芋
煮
と
五
目
お
に
ぎ

り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１００
人
分
振

る
舞
っ
た
ほ
か
、
子
供
を
対
象

に
ゲ
ー
ム
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

を
催
し
た
。

阿
部
区
長
は
「
遠
方
の
仮
設

住
宅
に
暮
ら
す
方
の
姿
も
見
ら

れ
る
な
か
、
住
民
た
ち
は
皆
、

『
久
々
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
』
と
喜
ん
で
い
た
。
皆
さ

ん
方
の
真
心
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

今
後
も
天
理
教
の
皆
さ
ん
と
交

流
の
場
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
た
。

滋
賀
教
区
（
藤
橋
光
一
教
区

長
）
で
は
今
年
１
月
、
教
区
ぐ

る
み
で
震
災
復
興
を
支
援
す
る

「
復
興
支
援
ひ
の
き
し
ん
委
員

会
」
を
設
置
。
３
月
か
ら
月
１

回
、
同
委
員
会
が
管
内
の
教
友

有
志
を
被
災
地
へ
派
遣
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

１０
月
２９
日
か
ら
１１
月
１
日
に

か
け
て
は
、
第
８
次
隊
６
人
が

福
島
県
南
相
馬
市
な
ど
２
カ
所は

で
実
動
。
被
災
家
屋
の
床
板
剥

が
し
や
瓦
礫
の
撤
去
、
除
草
、

庭
木
の
伐
採
、
清
掃
な
ど
に
従

事
し
た
（
写
真
）
。

同
委
員
会
で
は
「
年
内
で
一

応
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
後
も
被
災
地
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
息
長
く

続
け
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
延
べ
４９
人

が
同
委
員
会
の
活
動
に
参
加
し

た
。

（
滋
賀
・
鈴
木
代
表
社
友
情
報

提
供
）

北
多
摩
西
部
支
部
（
宮
島
幹

男
支
部
長
）
で
は
１０
月
２１
日
、

福
島
県
白
河
市
の
仮
設
住
宅
で

「
秋
の
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」と

銘
打
っ
た
炊
き
出
し
を
実
施
、

２１
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
同
支
部
が
震
災
直

後
か
ら
継
続
し
て
い
る
支
援
活

動
の
一
環
と
し
て
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
、
近

隣
支
部
の
教
友
有
志
に
加
え
、

福
島
教
区
郡
山
支
部
の
教
友
７

人
も
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

当
日
は
、
カ
レ
ー
と
わ
か
め

サ
ラ
ダ
３００
人
分
を
調
理
し
、
住

民
に
振
る
舞
っ
た
ほ
か
、
住
宅

内
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
「
宝

探
し
ゲ
ー
ム
」
を
催
し
た
。

な
お
今
回
は
、
会
場
近
く
の

仮
設
住
宅
へ
も
カ
レ
ー
と
生
活

必
需
品
な
ど
の
支
援
物
資
を
提

供
。
８０
人
が
居
住
す
る
同
施
設

で
は
、
教
友
に
よ
る
「
宝
探
し

ゲ
ー
ム
」
に
参
加
し
た
子
供
８

人
が
、
炊
き
出
し
の
給
仕
に
協

力
し
た
。

◇

同
支
部
で
は
１２
月
、
昨
年
に

続
い
て
被
災
地
で
「
餅
つ
き
大

会
」
を
開
く
予
定
。

現
地
の
要
請
受
け
炊
き
出
し

東
日
本

大
震
災

名
古
屋
大

そ
ま

の

う
ち

親
里
の
秋
恒
例
の
「
本
部
稲
刈
り
」
は
１
日
、
天
理
高
校
農
事
部
杣
之
内

農
場
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
伝
統
行
事
は
、
「
お
ふ
で
さ
き
」
な
ど
の
原
典
に

見
ら
れ
る
、
農
事
用
語
を
用
い
た
教
理
の
内
容
を
実
際
に
体
験
し
、
自
然
の

恵
み
を
肌
で
味
わ
お
う
と
い
う
中
山
正
善
・
二
代
真
柱
様
の
思
い
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
。

深
ま
る
秋

親
里
の
風
物
詩

教
内
の
救
援
続
報

復
興
支
援
組
織
を

立
ち
上
げ
実
動滋

賀
教
区

真柱様ご夫妻は農事部生らと共に、たわわに実った稲を刈り取られた
（１日、天理高農事部杣之内農場で）

農
事
部
で
は
６
月
の
本
部
田
植
え
以
降
、

水
量
を
調
整
し
な
が
ら
丹
精
込
め
て
苗
を
育

て
、
手
作
業
で
草
を
取
り
、
今
年
の
秋
も
豊

か
な
実
り
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

午
後
１
時
す
ぎ
、
真
柱
様
ご
夫
妻
が
農
場

に
ご
到
着
。
身
支
度
を
整
え
ら
れ
る
と
、
鎌

を
手
に
稲
田
へ
入
ら
れ
た
。

前
夜
の
雨
で
足
元
が
ぬ
か
る
む
な
か
、
真

柱
様
ご
夫
妻
は
本
部
在
籍
者
や
勤
務
者
、
学

校
関
係
者
ら
約
２００
人
と
共
に
稲
を
刈
り
取
らせ

れ
た
。
作
業
は
約
１５
分
で
終
了
、
１
反
４
畝

（
約
１４
�
）
が
収
穫
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
真
柱
様
ご
夫
妻
は
鎌
を
ス
コ
ッ

プ
に
持
ち
替
え
ら
れ
、
隣
接
す
る
畑
で
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
。
そ
の
間
、
農
事
部
の
生
徒
ら

は
、
稲
を
刈
り
終
え
た
田
に
、
木
と
竹
で
昔

は

さ

な
が
ら
の
稲
架
作
り
に
掛
か
る
。
稲
の
束
を

わ
ら
で
く
く
り
、
二
つ
に
分
け
て
、
手
際
よ

く
干
し
て
い
っ
た
。

す
べ
て
の
作
業
を
終
え
た
一
同
は
、
農
事

部
の
生
徒
が
育
て
た
柿
や
焼
き
芋
と
い
っ
た

�
秋
の
味
覚
�
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
稲
は
約
１２
俵
分
（
７２０

�
）
に
上
っ
た
。
１０
日
ほ
ど
天
日
に
干
し
た

も
み

す

後
、
脱
穀
、
籾
摺
り
を
経
て
、
教
会
本
部
へ

お
供
え
さ
れ
る
ほ
か
、
一
部
は
種
籾
と
し
て

保
存
・
生
育
さ
れ
、
来
年
の
本
部
田
植
え
用

の
苗
と
な
る
。

本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈
りりりりりりりりりりりりり

秋
の
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

東
京
・
北
多
摩
西
部
支
部

ひ
ら
ぎ
の

立
命
館
大
学
柊
野
ホ
ッ
ケ
ー

場
で
２
日
、
第
３１
回
「
全
日
本

大
学
ホ
ッ
ケ
ー
王
座
決
定
戦
」

の
男
子
決
勝
が
行
わ
れ
、
天
理

大
学
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
早
稲
田
大

学
と
対
戦
（
写
真
）
。
２‐

０

で
勝
利
を
収
め
、
２
年
連
続
２２

回
目
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

６
月
１６
日
に
開
幕
し
た
今
大

会
。
初
戦
か
ら
順
当
に
勝
ち
進

ん
だ
同
部
は
、
大
会
４
日
目
の

１９
日
、
早
稲
田
大
と
の
決
勝
戦

に
臨
ん
だ
。

こ
の
日
、
試
合
の
ペ
ー
ス
を

握
っ
た
天
理
大
は
、
前
半
２０
分

げ
ん

き

に
三
谷
元
騎
選
手
（
４
年
）
が

貴
重
な
先
制
ゴ
ー
ル
。
１‐

０

で
折
り
返
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
入
る
と
折
か
ら
の
雨
が
強
ま

り
、
後
半
の
順
延
が
決
定
。
そ

の
後
、
両
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
な
ど
を
重
ね
、
こ
の
ほ
ど

大
学
日
本
一
の
王
座
を
懸
け
た

�
４
カ
月
半
越
し
の
決
戦
�
と

な
っ
た
。

迎
え
た
決
勝
戦
後
半
。
試
合

は
、
相
手
が
ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ

す
る
時
間
帯
が
続
い
た
が
、

そ
れ
で
も
天
理
大
の
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
陣
が
奮
闘
。
相
手
の

パ
ス
を
幾
度
も
カ
ッ
ト
し
、

完
全
に
ペ
ー
ス
を
握
ら
せ
な

か
っ
た
。

一
方
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
陣
は

ひ
ろ
ふ
み

三
谷
選
手
、
清
水
大
央
選
手

（
４
年
）
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
を

中
心
に
ド
リ
ブ
ル
を
主
体
と

し
た
攻
撃
を
展
開
。
相
手
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
を
何
度
も
突
破

し
た
。

す
る
と
、
終
了
間
際
の
３４

分
、
三
谷
選
手
の
鋭
い
ド
リ

ブ
ル
か
ら
相
手
の
フ
ァ
ウ
ル
を

誘
い
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
・
コ
ー

ナ
ー
を
獲
得
。
こ
れ
を
起
点
と

し
て
、
大
野
一
平
選
手（
４
年
）

が
ゴ
ー
ル
左
下
に
突
き
刺
さ
る

強
烈
な
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
２

‐

０
と
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

そ
の
後
、
相
手
の
最
後
の
猛

攻
を
振
り
切
り
、
そ
の
ま
ま
試

合
終
了
と
な
っ
た
。

高
原
得
次
監
督
（
７０
歳
）
は

「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
陣
が
し
っ
か

り
と
相
手
の
マ
ー
ク
に
つ
き
、

何
度
も
パ
ス
を
カ
ッ
ト
し
て
得

点
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
勝

利
に
つ
な
が
っ
た
。
た
だ
、
攻

撃
面
で
は
個
人
技
に
頼
り
過
ぎ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
今
後
さ

ら
に
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
徹
底

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

◇

翌
３
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

は
、
親
里
ホ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
で

「
全
日
本
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）」が
行
わ

れ
た
。
天
理
大
男
子
は
、
準
決

勝
で
立
命
館
大
に
敗
戦
。
東
海

学
院
大
学
と
の
３
位
決
定
戦
に

臨
み
、
４‐

３
で
勝
利
し
た
。

ま
た
、
山
梨
学
院
大
学
と
の

決
勝
へ
進
出
し
た
天
理
大
女
子

は
、
接
戦
の
末
に
０‐

１
で
敗

れ
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ

た
。

大
学
王
座
Ｖ
２
達
成

社
会
福
祉
法
人
学
正
会
（
理

か
ん
の
う

か
ま

ち

事
長
�
金
納
学
・
蒲
池
分
教
会

長
）
の
雅
楽
部
と
同
法
人
が
運

営
す
る
児
童
養
護
施
設
「
白
梅

学
園
」
の
吹
奏
楽
部
は
、
１
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
福
岡
県
柳

川
市
で
行
わ
れ
た
第
６０
回
「
白

秋
祭
」
の
水
上
パ
レ
ー
ド
に
連

日
出
演
。
吹
奏
楽
部
は
川
下
り

舟
に
乗
っ
て
演
奏
を
披
露
す
る

な
ど
、
半
世
紀
以
上
続
く
地
域

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え

た
。こ

の
祭
り
は
、
同
市
出
身
で

『
邪
宗
門
』
な
ど
の
作
品
で
知

ら
れ
る
詩
人
・
北
原
白
秋
の
命

日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
こ
の
時

期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

期
間
中
は
、
県
内
外
か
ら
約
４

千
人
の
観
光
客
が
訪
問
。
「
ド

ン
コ
舟
」
と
呼
ば
れ
る
小
舟
に

乗
り
、
�
水
郷
の
街
�
を
堪
能

す
る
。

同
法
人
で
は
、
約
２０
年
前
か

ら
市
観
光
協
会
の
依
頼
を
受
け

て
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
。
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
や
雅
楽
の
演
奏
を
通
し

て
、
祭
り
に
彩
り
を
添
え
て
き

た
。

そ
う

イ
ベ
ン
ト
初
日
、
約
８０
艘
の

小
舟
が
次
々
と
ス
タ
ー
ト
地
点

を
出
発
。
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ

ー
２７
人
を
乗
せ
た
２
艘
も
列
に

加
わ
り
、
２
時
間
余
り
に
わ
た

っ
て
歌
謡
曲
や
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど

を
�
水
上
演
奏
�
し
た
。

一
方
、
雅
楽
部
員
２５
人
は
、

水
路
に
せ
り
出
す
よ
う
に
し
て

か
わ
ど
こ

設
け
ら
れ
た
川
床
で『
越
殿
楽
』

か
が
り
び

な
ど
を
披
露
。
篝
火
が
水
面
を

照
ら
す
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
な
み
や
び

か
、
船
上
の
観
光
客
ら
は
、
雅

や
か
な
音
色
に
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
た
（
写
真
）
。

白
梅
学
園
副
施
設
長
の
金
納

り

い
ち

理
一
さ
ん
（
３８
歳
・
蒲
池
分
教

会
長
後
継
者
）
は
「
児
童
養
護

や
老
人
介
護
な
ど
の
社
会
福
祉

活
動
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解

な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
。
今

後
も
地
域
貢
献
の
一
つ
と
し
て

多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
学
正
会
の
有
志
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飛
躍
の
年

感
謝
の
音
色
響
く 天

理
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

天
理
中
吹
奏
楽
部

和
田
正
彦
さ
ん
（
８５
歳
・
越

乃
國
大
・
山
東
分
教
会
長
）
１０

月
５
日
出
直
さ
れ
た
。
福
井
教

区
。佐

々
木
貞
子
さ
ん
（
９６
歳
・

旭
日
大
・
増
道
分
教
会
初
代
会

長
）
１０
月
１９
日
出
直
さ
れ
た
。

秋
田
教
区
。

是
永
真
哉
さ
ん
（
５２
歳
・
山

名
大
・
弘
一
條
分
教
会
長
）
１０

月
２７
日
出
直
さ
れ
た
。
少
年
会

教
区
団
団
長
、
布
教
の
家
「
青

森
寮
」
副
寮
長
を
務
め
た
。
青

森
教
区
。

山
田
節
子
さ
ん
（
８４
歳
・
中

河
大
・
稲
葉
分
教
会
前
会
長
夫

人
）
１０
月
２９
日
出
直
さ
れ
た
。

婦
人
会
中
河
支
部
委
員
、
教
区

婦
人
会
主
任
、
東
部
支
部
婦
人

会
主
任
を
務
め
た
。鳥
取
教
区
。

船
田
美
智
子
さ
ん
（
８３
歳
・

明
和
大
・
和
二
分
教
会
前
会
長

夫
人
）
１０
月
２９
日
出
直
さ
れ

た
。
岡
山
教
区
。

横
山
道
生
さ
ん
（
８１
歳
・
宇

仁
大
・
久
下
山
分
教
会
前
会

長
）
１０
月
２９
日
出
直
さ
れ
た
。

兵
庫
教
区
。

坂
元
重
親
さ
ん
（
７８
歳
・
南

阿
大
・
五
十
市
分
教
会
長
）
１０

月
３０
日
出
直
さ
れ
た
。
宮
崎
教

区
。美

田
ス
エ
さ
ん
（
１００
歳
・
那

美
岐
大
・
晃
糸
井
分
教
会
前
会

長
夫
人
）
１１
月
１
日
出
直
さ
れ

た
。
北
海
道
教
区
。

永
田
ミ
チ
エ
さ
ん
（
８７
歳
・

名
京
大
・
柚
野
浦
分
教
会
長
）

１１
月
１
日
出
直
さ
れ
た
。
長
崎

教
区
。

渡
邉
節
夫
さ
ん
（
８１
歳
・
船

場
大
・
政
愛
分
教
会
前
会
長
）

１１
月
２
日
出
直
さ
れ
た
。
大
阪

教
区
。

遠
藤
明
惠
さ
ん
（
６０
歳
・
大

鳥
大
・
大
郷
分
教
会
長
夫
人
）

１１
月
３
日
出
直
さ
れ
た
。
婦
人

会
大
鳥
支
部
委
員
、
泉
陽
支
部

婦
人
会
主
任
を
務
め
た
。
大
阪

教
区
。

今
川
政
雄
さ
ん
（
８５
歳
・
芦

津
大
・
昭
心
分
教
会
前
会
長
）

１１
月
４
日
出
直
さ
れ
た
。
大
阪

教
区
。

帰参者の
皆さまへ

１２月９日�
「奈良マラソン２０１２」へのご協力のお願い

昨年に続き、「奈良マラソン２０１２」

が１２月９日�、奈良市から天理市にか
けてのコースで開催されます。

親里では、県からの要請により、白

川駐車場内、北大路、東循環道路、親

里大路、真南通りなどがコースとなり

ます。

当日は、右記の通り、約３時間にわ

たって交通規制が実施されるため、そ
う かい

の間、車両や通行者には迂回していた

だくことになります。

年末に際し、各地からの団参なども

予定されていることから、帰参者の皆

さまにはご不便をおかけすることにな

りますが、ご理解とご協力を賜ります

よう、よろしくお願いいたします。

◆奈良マラソン期日：１２月９日㈰ ９：００ 奈良市鴻ノ池陸上競技場出発
天理市内通過時間帯 １０：１５～１３：００ごろ
◆交通規制時間（目安）
・北大路、「憩の家」外来診療棟前 ９：５０～１３：２０
・東循環道路（第１２母屋前） ９：５０～１３：１０
・白川（大橋、中央通路） ９：４０～１３：３０
・親里大路、真南通り ９：５０～１３：１０

南
行
き
の
み
の
一
方
通
行※車両通行禁止道路では

自転車を含む一切の車
両の通行ができませ
ん。当日の状況により
交通規制時間が変更さ
れる場合がありますの
で、現場の警察官・係
員の指示に従ってくだ
さい。

※交通規制中は、本部駐
車場、北１～５、東１、
南１駐車場への出入り
はできません。

※別席を運ばれる方は、
西２、南３～５駐車場
をご利用ください。南
３～５駐車場から別席
場へは、徒歩でおやさ
とやかた東右第４棟１
階通路および地下通路
が使用できます。（東
右第４棟１階通路は、
奈良マラソン当日に限
り通行可能）

※真南通り陸橋は通行で
きます。

※国道１６９号、奈良市内でも交通
規制が行われますので、帰参の際
にはご注意ください。

道路上での乗降は大変危険です。交通ルールを守りましょう。

問い合わせ 総務部渉外広報課 �０７４３‐６３‐１５１１ 内線５１７１

国
道
１６９
号
（
奈
良
・
桜
井
線
）

国
道
２４
号

車両通行禁止区間
天理本通り 終日（通年）

８：００～２０：００

駐車場等
大型／マイクロバス駐車場
マイクロバス／乗用車駐車場

乗用車駐車場

身障者専用駐車場

駐車場の入り口

奈良マラソンコース
（下記の時間全面通行止め）

９：４０～１３：３０ごろ

９：５０～１３：２０ごろ

９：５０～１３：１０ごろ
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